










































1980年代半ばに出版された，Titterington,Smith,and Makov [12] は，それまでの混合分布研究の



























































































































“the early onset, typical schizophrenia is largely a disorder in men, and late onset, atypical
schizophrenia is largely a disorder in women“











































































































ある。 はいわゆる indicator vector であり， が第 jコンポーネントから生み出された場合
に， 。それ以外の の要素は全て0である。このような がすべての に対応してわ
かっているのであれば，








































と書く。ウェイトは ，iと j は前章と逆の意味である。各コンポーネントは非常に広く，ex-
ponential familyとしよう。
と書けば，共役な事前分布が考えられ，









Iは（ ）内の条件が満たされているとき1，そうでないとき0を取る indicator functionである。
以上，準備したことから，次のようにイタレーションを構成する。













































































































n vs. n -1















































































































Phase2では，積率法（Method of Moments, MM）と1 vs. 1クラスター相似測度によって，ク
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... ... ... ... ...
なら，そのような判別に残ったペアのみを，融合させることが望ましい。しかし，計算の手間
がかからず，荒っぽい予備選考にならない，そのような概念を見つけることも難しいので，本
研究では，原始的なサーチを実行した。
Phase3では，最適なクラスター数選択のために，各nにおいて選ばれたモデルの情報量基準
を計算する。我々のアルゴリズムではAICとBICを計算し，そのモデル選択における得失につ
いては，次章で検討する。既に予告した通り，MEASURE1と2の違いは重要である。しかし，
これはシミュレーション結果を見ることによって，最も効率的に説明できる。そこで，次章の
後に独立の章を設けて議論する。
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